
くまがや市議会だより (10)18.　２.　１�

「
英
語
指
導
助
手
の
中
学
校
か
ら

小
学
校
へ
の
配
置
換
え
に
つ
い
て
」�

���

安
　
倍
　
正
　
剛
　
議
員�

　
　
　
県
は
、
国
の
制
度
を
補
完

　
　
　
す
る
た
め
、
全
身
性
障
害

者
介
助
人
派
遣
事
業
を
制
度
化
し
た
。

し
か
し
、
実
施
主
体
は
市
町
村
で

あ
り
、
本
市
で
は
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。
市
が
実
施
し
て
い
た
全
身

性
障
害
者
介
護
人
派
遣
事
業
が
、

支
援
費
制
度
に
統
一
さ
れ
た
経
緯

と
同
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。�

　
　
　
国
で
は
平
成
十
五
年
度
か

　
　
　
ら
支
援
費
制
度
を
導
入
し

た
が
、
市
で
は
、
そ
れ
ま
で
全
身

性
障
害
者
介
護
人
派
遣
事
業
で
実

施
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
、

支
援
費
制
度
の
中
で
対
応
で
き
る

こ
と
か
ら
、
支
援
費
制
度
に
統
一
し
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
支
援
費
制
度
で
は
、

従
来
か
ら
の
自
薦
ヘ
ル
パ
ー
の
利

用
が
で
き
な
い
等
、
課
題
を
残
し

て
い
る
。
県
が
制
度
化
し
た
事
業

の
介
助
の
内
容
は
、
入
浴
、
排
泄
、

食
事
等
の
身
体
介
助
、
洗
濯
、
掃

除
等
の
家
事
援
助
、
外
出
時
の
移

動
の
介
助
等
で
あ
る
。
な
お
、
介

助
人
は
利
用
者
本
人
の
推
薦
を
受

け
て
、
実
施
主
体
が
審
査
の
う
え

認
め
た
者
を
登
録
す
る
。
補
助
基

準
は
一
時
間
当
た
り
九
百
円
、
一

人
一
カ
月
当
た
り
百
八
十
時
間
が

上
限
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
は
本

事
業
が
全
身
性
障
害
者
に
と
り
、

自
立
し
た
地
域
生
活
を
営
む
う
え

で
大
き
な
支
え
に
な
る
も
の
と
考

え
て
お
り
、
早
期
に
制
度
を
導
入

す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。�

（
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
児
童
、
生
徒
に
対
す
る
社
会
正

義
に
徹
し
た
人
間
形
成
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
ほ
か�

���

加
　
藤
　
恒
　
男
　
議
員�

　
　
　
国
は
中
心
市
街
地
の
活
性

　
　
　
化
を
図
る
た
め
「
ま
ち
づ

く
り
三
法
」
を
改
正
し
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
ー
化
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
福
島
県
で
は
商
業
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
、
特
定
小
売
商
業
施
設

の
立
地
を
調
整
す
る
よ
う
に
し
た
が
、

本
市
の
展
望
を
伺
い
た
い
。�

　
　
　
現
在
、
国
土
交
通
省
や
経

　
　
　
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の

整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性
化

の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
法
律
、

都
市
計
画
法
、
大
規
模
小
売
店
舗

　�

������������

立
地
法
の
、
い
わ
ゆ
る
「
ま
ち
づ�

く
り
三
法
」
の
改
正
に
係
る
検
討

を
進
め
、
拡
散
型
都
市
構
造
へ
向

か
う
流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
、
中

心
市
街
地
に
機
能
集
約
を
図
り
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、

将
来
の
厳
し
い
人
口
推
計
や
社
会

経
済
情
勢
の
予
想
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
市
街
地
の
拡
張
を
抑
制
し

な
が
ら
、
既
存
市
街
地
の
整
備
を

中
心
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

現
在
本
市
は
、
埼
玉
県
が
国
土
交

通
省
か
ら
受
託
し
て
実
施
す
る
高

齢
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
に
モ
デ

ル
都
市
と
し
て
参
画
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
活
か

す
と
と
も
に
、
関
係
者
と
の
連
携

を
図
り
、
利
便
性
が
高
く
、
魅
力

的
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
中
心
市
街

地
の
形
成
と
、
効
率
的
で
持
続
的

に
発
展
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。�

（
総
合
政
策
部
企
画
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
商
工
費
に
つ
い
て
」�

���

谷
　
　
幸
　
代
　
議
員�

　
　
　
新
潟
県
中
越
地
震
の
際
、  

　
　
　
行
政
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
支
援
す
る
側
に
女
性
が
少
な
く
、

避
難
所
生
活
に
支
障
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
今
後
の
防
災
対
策

で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を

十
分
検
討
し
、
男
女
共
同
参
画
の

視
点
を
取
り
入
れ
た
防
災
、
災
害

復
興
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。�

　
　
　
本
市
に
お
い
て
も
災
害
に

　
　
　
よ
る
非
常
時
に
備
え
、
備

蓄
品
の
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、

避
難
所
生
活
に
は
、
お
互
い
の
助

け
合
い
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
新
市
の

地
域
防
災
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

近
年
の
災
害
の
教
訓
を
活
か
し
、

避
難
所
生
活
で
の
男
女
の
ニ
ー
ズ

の
違
い
等
、
男
女
双
方
の
視
点
に

立
ち
、
女
性
に
配
慮
し
た
避
難
所

の
運
営
管
理
や
相
談
窓
口
の
開
設

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
な
ど

に
も
適
切
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
。�

（
市
民
部
安
心
安
全
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
の
対
応
に

つ
い
て
」
ほ
か�

����������������

吉
　
田
　
勝
　
彦
　
議
員�

　
　
　
平
成
十
二
年
三
月
議
会
で
、

　
　
　
民
間
住
宅
入
居
に
あ
た
り

保
証
人
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
住

宅
が
確
保
で
き
な
い
場
合
の
対
応

策
に
つ
い
て
、
市
が
保
証
人
と
な

る
公
的
保
証
人
制
度
の
導
入
を
提

案
し
た
が
、
そ
の
後
の
研
究
・
検

討
結
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。�

　
　
　
先
進
事
例
に
つ
い
て
調
査

　
　
　
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
実
施

し
て
い
る
自
治
体
が
少
な
い
状
況

　�

全
身
性
障
害
者
介
助
人�

派
遣
事
業
の
実
施
を
求
め
て�

「
ま
ち
づ
く
り
三
法
」�

　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て�

安
心
の
ま
ち
づ
く
り�

（
災
害
弱
者
対
策)

に
つ
い
て�

答�

答�

答�

答�

問�

問�

問�

住
宅
問
題
に
つ
い
て�

問�

新しくなった鎌倉町通り新しくなった鎌倉町通り�新しくなった鎌倉町通り�

埼玉県防災航空隊の訓練埼玉県防災航空隊の訓練�埼玉県防災航空隊の訓練�


